平成１８年度広島県キャリア教育推進フォーラム開催結果

１　開催期日　　平成１８年１０月２８日（土）

２　会場及び入場者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（人）
	会　場
	教員
	保護者
	一般
	出演者等
	合　計

	東広島市中央公民館
	４７２
	３３
	４２
	７１
	６１８


３　実施内容及び出演者等

（１）事例発表　「小・中・高等学校が連携したキャリア教育の推進」
・　キャリア教育実践モデル開発地域（東広島市）
（２）講演　「家庭・地域とつなぐキャリア教育」
・　講師：立教大学　コオプ教育・インターンシップオフィス
コオプ・コーディネーター　小島　貴子　氏
（３）児童生徒による発表　「聞いて，私の夢」
・　県内小学生・中学生・高校生（各１名）
（４）シンポジウム　「わがまちのキャリア教育」～職場体験を通して～
・　シンポジスト：保護者・受入事業所・学校・商工会議所関係者
・　コーディネーター：広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総合センター
助教授　栗原　愼二　氏
（５）ポスター・セッション　おすすめ！「わがまちのキャリア教育」

・　キャリア教育実践モデル開発地域（大竹市，竹原市，福山市新市，庄原市西城）

・　キャリア・スタート・ウィーク推進地域（大竹市，東広島市，江田島市，安芸太田町，尾道市，福山市，三次市）

　　・　キャリア教育推進地域（尾三）

４　成果と課題

【成果】

・　事例発表やポスター・セッションでは，モデル地域において，小・中・高等学校が校種を越えて取り組んだ活動や成果等が分かりやすくまとめられており，入場者がメモを取ったりポスター・セッションでは発表者に質問する姿が多く見られ，小・中・高等学校の系統的な取組みの大切さを示すことができた。

・　講演では，自らの子育てや教員としての経験を交えながら，理論と実践をしっかり結び付けてあり，多くの入場者がキャリア教育を家庭・地域とともに進めることが大切であると共感し，約９割が講演に対し「満足」と回答した。

・　子どもたちが職場体験などを通じて「看護師」，「介護福祉士」，「宝石店経営」のそれぞれの夢の実現のために学校での日々の勉強を大事にして一生懸命頑張っていることを自信をもって発表することができた。

・　シンポジウムでは，学校・保護者・事業所のそれぞれの立場から職場体験を終えた子どもの成長ぶりや受入れまでの苦労など率直な意見を出し合い，保護者や事業所等の方との連携を更に密にしていく必要があることの共通理解を図ることができた。

　

【課題】

・　保護者及び一般の入場者数が約１割であった。今後も，保護者，地域，産業界など広く県民を対象にホームページや広報誌等を通じた広報活動を展開し，キャリア教育推進の意義等について啓発していく必要がある。

・　これからキャリア教育に本格的に取り組もうとする地域に対し，本フォーラムにおける各指定地域の発表等を参考に，取組みを進めるよう指導していく必要がある。



















